層 美し さ を 添えた。 ついその 上の 軒に 吊った、 しゃれ 

たサラ セン 風 円屋根つ きの 籠の 中で は、 のこされた 一 

羽が、 外の 一羽から 目 を はなさず、 切ない 調子で せき 

こみ、 鳴き かけて いる。 チチ、 チ チュン。 外の は 内の 

仲間の 鳴 声に 心牽 かれる。 さっと 水際立った 翔び 立ち 

はとても 出来ない。 チチ。 …… 一寸 近より そうにす る _ 

然し、 鳥の 本性 は 籠の 中より 野天の 甘美な こと を 熟知 

している に違いない。 縁側の 手前より こっちに は、 決 

して、 決して 来ない。 チチ、 チュ。 …… 思い かえした 

ように、 また 元の 菊の 葉 かげ、 一 輪 咲き出した 白 沈 丁 

花の 枝に とまって、 首 を 傾け、 黒い 瞳で 青空 を瞰 る。 



雨の 降る 中、 買って 来て くれた もの だ。 そう 思えば こ 

のま ま 放して しまう の は、 また 違った 意味で 寂しい。 

彼女が、 さっきから ああ やって 立った まま 根気よ く、 

恐らく 決して 無い 文鳥の 万ガ 〔# 「ガ」 は 小 書き〕 一 の 

気まぐれ を 待つ ている の も 同じ 原因から だろう。 

「とんだ こと を 仕た わね、 さ つ き 粟 を ふくと きどうし 

たの か、 口 を 閉めなかった。 帰る かしら？」 

「さあ …… 多分 だめよ」 

「とんだ こと をして しま つ た」 

彼女の 心 持 を 理解し、 私 は 云った。 

「逃げる 気 もな く、 翔んだら 広い ところに 出て しまつ 



いよいよ 籠に 戻る という 万ガ 〔# 「ガ」 は 小 書き U 一 は 

期待し 難い。 

「仕様がな いな。 —— 今朝ね、 カタログが 来たので、 

早く そ れを 見たい と 思いながら、 餌が 無 さそうな の で 

吹いて やった リし たもんだ から」 

「はずみね。 それに この 籠の 戸が 少し 普通より 堅い か 

ら、 ぱ たんと 落ちなかった のよ」 

「 一 日こう やっても いられな いわね ：•：• 二階に 上 つ て 

しまおう！」 

文鳥 は、 樫の 枝から 八つ手に 翔んだ。 細い 脚で つか 

まられ て、 八つ手の 手毬の ような 叢 花が た わた わ 揺れ 



間 その 月 かげ を 見守った。 月 を 中心に、 文鳥 や 沈丁花 

が 心 を 往来す る。 私 は 元 読んだ 短い 詩 の 断片 を 思 い 出 

した。 

秋 来 見 レ月多 二 帰 思 1 

自起開 レ籠放 一一 白鵰ー 

今 は 春 だし、 文鳥 だし、 連想 はちぐ はぐな よう だが、 

私に とって 或る 切な ものが あった。 思い出。 二 年 前、 

或る 秋 偶然 この 詩 を 読んだ。 私 は 更に 繰返して 幾度 も 

よみ、 終に 涙 を 流した。 ああ 「自ら 起て 籠 を 開いて 白 
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